
余談ですが、タイでは英語が余り通じ

ません。英語で書いていた調査ボードは

役に立たず、スマホのタイ語翻訳機能を

利用して、アンケートを実施するなどの

苦労もありました。 

タイ語は書くのも難しそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

【タイリサーチ】11 月 19 日(月)～22 日(木) 

 平成 30 年度海外リサーチの最後は、２年生５名が参加したタイリサーチです。探究テーマは「タイ人を高

知県へ」。タイから高知県への観光客を増やすにはどうすればいいかを考えるため、タイ（バンコク）で実施さ

れる「四国インバウンド商談会 in バンコク」に同行させていただきました。また、商談会以外にチームの

現地でのアクションプランとして、「タイの人達はそもそも高知県をどの程度知っているのか？」、「好みの味は

どのようなものか？」を現地調査しました。実際に現地に行ったことで、インターネットや高知にいては分か

らなかったことも見えてきた実りある 4 日間でした。 

 

四国インバウンド商談会 in バンコク  11 月 20 日午後 

 この商談会は、近年経済発展を遂げ、訪日客が急増しているタイに注目し、四国の認知度向上と誘客促進を

図る目的で、四国銀行、阿波銀行、百十四銀行、伊予銀行と四国ツーリズム創造機構が連携して実施している

ものです。 

 生徒達は、日本政府観光局（JNTO）バンコク事務所長からの「タイの訪日旅行市場について」の説明を伺

った後、タイの旅行会社に向けた各事業所の商談の席に同席させていただきました。商談は１回 10 分間を１

４回実施する形式です。商談の場の雰囲気にみんな緊張していましたが、各事業所が「少ない時間でいかにア

ピールするか、関心を持ってもらうか」を考えて、様々な方法で商談されている様子をメモを取りながら熱心

に見学していました。【県内事業所名】    【タイ語表記】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 
〔生徒の感想①〕 

 ・  タイリサーチでは、実際に現地の人や文化に触れることで、タイ独自の文化や日本との違いに驚くことが多かっ

た。またバンコクでのインバウンド商談会に参加させていただき、商談を通じて企業の取り組みやタイ人旅行者のニ

ーズなどを知ることができ、今後の探究活動に向けて貴重な経験になった。 
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生徒たちと一緒に写真

を撮りたいという方も

多く、大人気でした。 

はい、チーズ！ 

  現地調査 やりました！   

【その１】 

 ターミナル２１というショッピングモールやサイアムという 

中心街の店舗で、「日本・四国・高知を知っていますか？」と 

タイの人達に直接尋ねました。英語や日本語が通じない状況で 

の調査は困難でしたが、初めは声をかけることもできなかった 

生徒達も、徐々に積極的に声がけできるようになりました。 

その結果は、回答者 20 名中日本を知っていたのは 20 名、 

では高知を知っていた人は？ 残念ながら、答えはゼロでした！ 

 

 

【その２】 

 1 学期に高知工科大学の短期留学生からタイ人は辛いものと甘いものが好物だとお聞きしていたことやタイ

の観光客はお土産に対する支出が多いという調査結果をもとに、「四国各県の代表的なお土産(食品)5 品の中で

一番おいしいと思うのはどれか」という食べ比べ調査を実施しました。高知県はイモケンピとミレービスケッ

ト、香川県はくつわせんべい、徳島県は和風スイートポテト、愛媛県はポエム。商談会の行われたホール前の

フロアの一角をお借りして実施しました。タイの旅行会社の方や通訳の方にご協力いただき、持っていったお

土産はすべて完食されました。皆さん、お菓子には興味が高かったようです。この結果は私達や日本からの参

加者にとっては以外なものでした。皆さんは何が 1 位だったと思いますか？ 答えはＧ探Ⅱの発表の機会に！ 

 

 

 

 

 

 

 
 

  タイの文化や伝統に触れました！  11 月 2１日午前 

 21 日の午前中は、公共交通機関やトゥクトゥク（オート三輪車）に乗って、有名な王宮やワット・プラケー

オ、ワット・ポーに行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔生徒の感想②〕 

 ・ 現地のショッピングモールで、タイの方々に声をかけてアンケートを行ったのですが、思うように伝わらず、言語の壁

をとても感じました。また高知県の認知度の低さをひしひしと感じさせられました。 

・ 海外リサーチでタイに行って、当たり前のことかもしれないけど、現地でしか分からないことをたくさん学べました。

これらからの探究活動に活かして、より良いものをみんなに発信していきたいです。 

 ・ 私達はタイに行くにあたって色々と調査しました。ですが、調査したこととは真逆だったり、違うことが色々あったの

で、困惑もしました。また商談会では、新しくタメになる情報を得ることができたので良かったです。この情報を活かし

てこれからも探究していきたいと思います。 

・ 私はタイリサーチへ行って、タイ国内には発展している部分とこれからの部分があるなと感じました。 

結構スピード感がありました 暑さで少しバテ気味です 新国王の肖像画の前で、３日間たいへんお世話

になった四国銀行の北本様と全員でパチリ！ 

☚ ターミナル

21。１階は日本をイ

メージしたフロアに

なっています。 

今、タイは日本食 

☛ブーム。どのフー

ドコートにも寿司や

牛丼等日本食が目白

 


